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はじめに

子どもの貧困に社会的な関心が向けられるようになる中、新しい保育制度の提案が2009年2

月24日に社会保障審議会少子化対策部会から公表された。一方、ここ数年、持続可能な社会保

障政策の確立が多くの人の関心を呼んでいる。

日本の社会保障制度は、労働世代が退職世代の社会保障費を負担する世代間の連帯をベースに

形成されている。したがって、経済・社会を担う次世代の少子化やそれに伴う労働力の減少問題

は社会保障制度の根幹をゆるがすものと考えられている。

近年、社会政策の新しい方向として、ワークフェア論とベーシック・インカム論の2つの政策

がヨーロッパを中心に議論の姐上に上り、日本においても議論されるようになっている。これら

2つの政策は、日本においては、さまざまな議論を経て、次第に修正され、接近が試みられてい

るが、この議論は、未来の生活設計を描く社会保障政策として注目される。つまりベーシックイ

ンカム論は、「労働からの自由・解放」を掲げており、現代社会にとって、“労働”をどう位置づ

けるかが問題となる。この問題はまた、「女性の労働」「子どもの養育方法」（保育所の充実拡充

施策）という視点から今後も多面的な議論が必要である。

本論文では社会保障を支える保育制度とそこに働く保育士の役割について検討したい。

1．社会の変化・日本の現状

第二次大戦後の日本における産業技術や構造はめまぐるしく変化した。それらを背景に現代家

族の危機が叫ばれて久しい。その内容の中心は、戦後標準家族とされ、政策立案のモデルとなっ

てきた「夫婦と子ども2人・夫が外で働き、妻が家事・育児をする－性別役割分業型家族一」

の崩壊である。これは、工業を中核とする産業社会（以下、「工業化社会」と略す）に適応的な

家族形態として、18世紀産業革命以来「家族の理想型」であった。つまり、こうした家族の崩
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